




An Inquiry into the Determinants of  




 This paper explores the determinants of physical stress and long working hours, 
which are considered to cause death from overwork. As a result, role conflicts 
provoke physical stress that precedes myocardial and cerebral infarctions, while 
heavy workload induces long working hours. Therefore, in order to prevent death 























































































6 Hurrel & McLaney（1988）, p. 28を参照。
7 岩田（2018）では過労自殺に注目し，自殺を予測するうつ反応である K6をストレイン
として分析を行った。本稿は，過労死に注目して同様の検討を行う。



















































































































13 具体的には，後述する小杉（2000）の JSS（Job Stress Scale）の中の，「循環器系の不
調」を援用した。








































































































出され，第１因子を功利的コミットメント （固有値＝3.176, α＝.789）， 第２
因子を情緒的コミットメント （固有値＝2.065, α＝.853） と命名した （表２）。




Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
役割葛藤（固有値=6.911, α=.880）
　 自分がしなくてもよいとも思う仕事を指示されるこ
とがあった .886 －.041 .011 －.016 .045
　 自分の考えているやり方と違う方法で仕事をするよ
うに言われる .836 －.037 －.040 .048 －.087
　 私の仕事は人によって認めてもらえたりもらえな
かったりする .781 －.071 .015 .022 .070
　二人の人から相反する仕事の要求を受けることがある .730 .037 .022 .038 －.020
　人手がないのに仕事を任される .479 .429 －.048 －.086 .015
仕事負荷（固有値=3.767, α=.847）
　非常にたくさんの仕事をしなければならない .043 .863 .008 －.077 －.032
　時間内に仕事が処理しきれない .070 .806 .093 －.086 －.051
　一生懸命働かなければならない －.104 .785 －.029 .051 .003
　勤務時間中はいつも仕事のことを考えなければならない －.037 .550 －.033 .210 －.001
　かなり注意を集中する必要がある －.068 .491 －.030 .222 .092
　高度な知識や技術の必要な難しい仕事だ －.044 .353 －.027 .147 .156
役割曖昧性（固有値=1.999, α=.896）
　自分の責任が何であるかをよく分かっている －.016 .009 .936 .003 .011
　自分の仕事の目的や目標が分かっている .011 －.027 .870 .027 .000
　仕事の上で自分がどの程度権限があるか分かっている .003 .011 .754 .028 －.005
　周りの人々が自分に何を期待しているのか分かっている －.007 .030 .741 －.043 －.014
協力の必要性（固有値=1.536, α=.840）
　 職場の人々の仕事の進み具合に気を配らないと自分
の仕事をうまく進められない .065 －.043 .051 .855 －.010
　 自分の仕事には職場の人々と協力しなければやって
いけない面がある －.061 .027 －.041 .740 －.001
　 職場の人々の仕事の出来不出来によって自分の仕事
が影響される .094 －.016 －.003 .715 .065
　 仕事を進める上で職場の人々と絶えず相談しなけれ
ばならない －.005 .192 .023 .588 －.135
自律性（固有値=1.146, α=.795）
　上司の指示がなくとも自分の判断で仕事を進める .004 －.041 －.002 －.033 .744
　仕事は最初から最後まで自分の責任でやり通す .008 .074 .054 －.027 .726
　自分の始めた仕事は自分の手で仕上げている －.010 .021 －.042 .020 .725
　仕事の手順や方法は自分の判断で変えることができる .017 －.038 －.028 －.001 .611
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ －
Ⅱ .467 －
Ⅲ .025 -.238 －
Ⅳ .402 .649 -.215 －
Ⅴ .126 .362 -.525 .221 －





















　責任感は強い .859 －.107 －.041
　義理を重んじる .764 .017 －.020
　やりだしたら徹底的にしたい .701 －.089 .052
　働くのが好きだ .485 －.077 .046
　常識を大事にする .432 .316 .042
　人に頼まれると嫌と言えない .407 .389 －.063
同調（固有値=2.359, α=.746）
　気が小さい －.181 .748 －.023
　人と争うのは苦手 －.046 .686 －.015
　人にどう思われるかを気にする .051 .569 －.032
　目立つことが嫌い －.110 .506 .076
　極端なことをしない　 .119 .505 .048
几帳面（固有値=1.463, α=.891）
　きれい好き －.029 .046 .902
　物を片付けるのが好き .062 －.022 .881
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ －
Ⅱ .285 －
















の相関関係では，役割葛藤（r＝.315 , p＜.01），仕事負荷（r＝.157, p＜.01），
協力の必要性（r＝.138, p＜.01）の３つであった。月平均残業時間との相
関関係では，仕事負荷（r＝.289, p＜.01），男性（r＝.264, p＜.01），役割葛





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































勤続年数 －.021 －.091 **
性別（女性＝０、男性＝１） －.054 * .206 ***
役職（係長以下＝０、課長以上＝１） .034 .080 **
個人年収 －.020 .096 **
完璧主義 －.064 * －.008
同調 .145 *** .001
几帳面 .075 ** －.065 **
功利的コミットメント .000 －.025
情緒的コミットメント .115 *** －.007
仕事負荷 .067 * .300 ***
協力の必要性 －.037 －.047
自律性 －.052 .005
役割曖昧性 .062 * －.007
役割葛藤 .425 *** .102 ***
AdjR² .220 *** .207 ***
F 30.593 28.242
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